　　　2009.3　中国雲南の旅
　年とともに行動が鈍くなり、何をするにも億劫になる。
　今回も急遽、雲南に行くことになった。その最大の原因は、雲南昆明のガイド兼通訳のムー（母）さんが、予てよりの僕の希望であった上海雲南間の列車の旅に同調し、上海まで出て来てくれるということだった。
［上海から雲南宣威市までは列車］
　上海南駅発快速Ｋ79は3/18日19:15定刻どおり発車した。4人部屋の軟臥、言うなればグリーン寝台って言うところか。発車時は僕とムーさんの二人だけ。雲南昆明までは３０時間余の旅である。
　2車中泊は長旅だ。どこをどう通ったのか定かでないが、メモと地図で確認すれば、およそ次のようになるらしい。
　上海－杭州－金華－南昌－萍郷－株州－漣源－ハイ化－貴陽－六盤水－雲南省に入って宣威市　ここで一旦下車。
　省でいえば、浙江－江西－湖南－貴州－雲南となり、5省に跨る。雲南の西はミャンマーだから。雲南は南西の僻地に当たる。
　列車の旅は、旧満鉄のハルピンから瀋陽（特急で9時間だったか）、上海－甘粛省の蘭州（27時間）についで3回目だが、これが一番の長旅。
　持込みの食料と隣接の食堂車で食事をするが、この列車の待遇は西部蘭州への列車に比べ、好いとは言えなかった。食堂車など品数が少ない上に、乗務員の溜り場って感じ。
　窓外の景色は、どこがどうなのか区別がつかない。第一目的地の雲南省宣威駅には三日目3/20の早朝4:30に着いた。およそ33時間かな。
　早朝だと言うのにムーさんの弟さんが迎えに来てくれた。一旦弟さんのお宅へ。
［宣威市東山鎮山歪及村］山歪及（シャンワイジー）
宣威市東部の急峻な山向こうにある山歪及村。一部断崖を切り開いて登る道は、ほぼ山上まで狭いながらも舗装されている。道は単に超えるだけのものではない。なだらかに延々と続く山上に、耕地あり町があり、そこへの連絡道であり生活道路なのだ。
山上からの道は河原の道だ。大きな石がごろごろ。山上までの道と山上からの道とでは、車速は雲泥の差だ。
山歪及村はそんな山上を縫う道から急激に下降する。降雨時は四駆車でも登って来ることは難しいだろう。車は村の上部に達し、そこで下車。その先に車が通れる道がないからだ。谷底からの車道は、現在村までは通じていない。この山歪及村がムーさんの生れ在所。
甘粛省のシルクロード沿線の山上の村とは大きく違って、山頂には森林、村中も緑が多い。同じなのはどこまでも続く段々畑くらい。
今回僕がここに来た理由は、いや訪中した理由かも知れないが・・奨学生事業？に手を染めたからだ。
［奨学生事業］
僕の知人のIさんは、ほとんど中国全土を歩いているという事業家？貿易商？　本職は何なのか詳しくは知らない。
彼は今まで何人かの奨学援助をしてきている。ほとんどが女性。その理由は婦人会が主唱する春雷計画にあり、その関係者に知遇を得たことが原因らしい。
春雷計画は農村部など貧困地区の子供たちの教育、とりわけ女子の学歴の低さに婦人会が問題視し、援助を始めたものである。貧困地区の小学校義務教育を制度的に寄付などを募って援助しようとしたのが希望工程と言われる制度だ。
Iさんは春雷計画を推進する婦人会幹部に接し、賛同したという。その彼が僕等が援助した雲南の那用希望小学校近辺（少数民族イ族だが）の子供たちにも援助して好い、と言われ、那用村長に話したところ、少数民族には国からの奨学制度があり間に合っているという返事。
それを聞いた我通訳のムーさん、出身地区の子供達に援助してほしいと申し出たという訳。幸いムーさんの父親は上歪及に小学校の分校を寄付した、地区の名士であるらしい。Iさんも承諾してくれた。
そこで僕と知人のTさんが加わり、昨新学期から援助を開始した。三人の中で一番暇人の僕が、今回訪問し彼らに面接し、父母に説明して、その趣旨を理解してもらおう・・と言うことになったという訳。
ここでアピールするなら、これを読んで賛同くださる方、いくらでも結構なので援助していただければ幸い、なのです。
［宣威市の学校］
山歪及は僻地である。この地の子供が高校に進学しようとすれば宣威の市街地の高校に行くしかない。当然通学できる状況にない。したがって進学しようとすれば、寮のある学校か下宿ということになる。
日曜であったが、子供に聞くと学校では補習授業をしているから先生には会えるという。日曜だよ？と自問しながらムーさんに案内してもらう。ムーさんの弟さんが運転、それに子供たちの事情に詳しいムーさんのお父さんが同乗。
立派な学校だ。○○民族学校だったか、5・6階建の教室棟をはじめ、科技棟などが並ぶ。グランドはトラック内は芝生、一部スタンドまである。屋外卓球台が10台ほど。屋外バスケコートも二面。奥まった所に寮がある。
訪問したのは夕方6時過ぎ。この時間から補修なのだそうだ。校舎内には入らなかったが、校長に会うことができた。比較的若く温厚そうである。担任も同席してくれ、子供の状況を聞き、叱咤激励をお願いする。
垣間見ただけで僕が感じたのは、とにかく凄い！の一言。日曜の夕方から周辺僻地から生徒が帰るのを待って補修を始める。一校だけではない。他の学校も同じであった。成績はクラス、学年で順位が公表される。
わが日本は、最早すべての面で追い越されて当然だろうなと感じた。もちろん全国すべてが、こういう水準には達してないだろうが。
［ミャンマー国境地域］
中国最西南端に位置するのだろうか、ミャンマーと国境を接する地域を旅行した。昆明－保山間は空路、それ以外は帰路も含めてすべてバス。
大きな都市ではバスセンターは列車の駅とほとんど変わらない。乗車券の発売所、改札、待合室など。
ヒマラヤ山塊の東端に位置するこの地域。地球の皺が顕著だ。都市から都市へ移動するバスは、川底から山上まで数百メートル、時には千メートル余も上下する。山は緑は多いが急峻だ。道路は狭く曲折が多い。対向車は比較的少ないが、先が見えない道でもかなりのスピードで走る。
カーブは勿論、追越時でも必ずクラクションを数回。警笛音をほとんど聞かない我々は、この騒音には閉口する。
一級国道と言うのだろうか国道320号線は、流石に整備されていて気持ちが好い。
畹町は川を挟んでミャンマーと接する国境の町。ここで手続きすればミャンマーに渡れる。行く気が無いのでどんな手続きをするのかは知らない。橋の手前で観光客が写真を撮っている。見ているしばらくの間、人も車も通行はゼロだった。
［翡翠市場］
謄沖と言う町、結構大きな地方都市。市の中心部の街路樹はヤシの大木。南国風情は十分。ここは翡翠の店が多い。むしろ翡翠街と言った方が適切と思われる一角もある。
僕は磨かれた完成品には興味がない。興味がるのは原石と研磨用具品店。原石は見当たらなかった。ここよりさらに西の瑞麗にはあるという。研磨用品店を見つけた。欲しいものだらけだ。小遣いの大半をここで使った。
日本への郵送はできないと言うので、思案して選択し最小限に絞っては見たが・・・。
瑞麗へはまたバスで数時間。バスセンターから自転車タクシーに乗る。特に行く先もなく市内観光が目的。ここが翡翠市場だという所で降りて、ぶらぶらキョロキョロ。
翡翠はミャンマーが産地だから、そこからの輸入品なのだろう。人相インド系の人達が6～7割。僕の目的は完成した宝石じゃない。小さな原石。大きいのもいいが、重いのと高過ぎるのと・・。
原石は朝市場や、あちこちにある露天市場とおなじ広場のテント張り。野菜市場などと全く変わらない雰囲気。これからショバ持ちが来るのか、並べられてるのはまだ少ない。そんな中で財布の中を心配しながら買い求める。言い値の半値の半額が目標だ。
もっと買おうと値切っていたら、相手が売るのを諦めてしまった。ちょいと失敗！
［畹町］
ミャンマーとの国境の町。観光客も結構訪れるらしい。でも僕等が行った時は数人だけ。国境は川で橋が架かっているが許可なく通過は不可。
畹町橋との橋名。1台も車が通らない車道橋の横に、旧橋だろうか歩道橋だろうか、職人が修繕している。国境の町と言う賑やかさは全く感じられず、極めて静か且つ長閑。
バスターミナルまではわずかな距離。土産物店など覗きながら移動する。ムーさんは竹製の椅子に注目して、おばさんと交渉している。他より安いと言う。すぐ買わないところが中国式。
バスターミナルの切符売り場で切符を求めれば、入り口を塞いで停車している小型バスを指差して、あそこで買えと。バスでは数人がトランプに興じている。発車は3時頃だそうで、まだ十分時間がある。数台がたむろしているバイク三輪タクシー？　一番近いおばさんに声をかける。町内を案内してくれと。50ccバイクに二人乗り屋根付車、運転のおばさんと計3人。トコトコ走り出した。結果的に町内一周と言っても極めて短距離で、歩いても30分とかからないだろう。もう終わり？って言う感じで、元の場所に帰ってきた。
［現代の関所］
行きはよいよい帰りは怖い、とはこの事。峠の頂上付近の関所、行きは何でもなく通過したと覚えてる。帰りは全車検問。
ムーさんに頼んで昆明への帰途は飛行機から長距離寝台バスにしてもらった。初めての経験だ。きれいな大型バス。
中は三列の二段ベッド。総勢３０人余。乗降口は前と中ほどの二か所。通路は極めて狭い。僕の席は中ほどから入ってすぐの右窓際の下段。荷物は乗る前にトランクルームに預ける。車中に持ち込もうものなら置く場所もない。初心者は周囲をキョロキョロ。午前１１時発、終点の昆明には午後の１０時か１１時と言う。到着時間は極めて曖昧。
そろそろ車中の様子も分かってきたと思っていた矢先、関所到着だ。検閲官二人が入ってきて、身分証明書かパスポートを点検。僕のはコピーするからと事務所へ持って行くという。一通り書類審査？が終わると全員下車命令。下車後係官は徹底的に調べる。僕等はただボケ～～っと眺めているだけ。別の係官は車の修繕工場で見る薄い台車に寝転んで、バスの車体下部を徹底的に調べる。トランクルームの検査は当然だが、荷物の開封は無かった。勘でわかるのだろう。
写真を撮っていたらダメ！のゼスチャー。なんか緊張した雰囲気だ。こんな状態が約１時間半、やっと乗車を許された。僕等のバスは大型だから多少時間がかかったが、全ての車がこんな調子。これじゃ～到着時間が曖昧なわけだ。
全国有数の厳しい関所なのだそうだ。
